
 

第１７号様式（第１１条関係）  

令和５年１０月２０日   

 

（宛先）長崎市長  

 

               （特別徴収義務者）  

住  所（所在地）長崎市○○町１丁目１番１号  

氏  名（名  称）株式会社  長崎市宿泊観光  

        代表取締役  長崎太郎   

個人番号（法人番号）○○○○○○○○○○○○○  

 

宿泊税還付／納入義務免除申請書  

宿泊税額に相当する額の還付又は宿泊税の納入義務の免除について、長崎市宿泊税

条例第１４条第１項の規定により、次のとおり申請します。  

申  請  区  分  還  付  ・  納入義務の免除  

宿泊施設  

所  在  地  
長崎市○○町２丁目２番２号  

電話番号  095（ 111） 1111 

名    称  長崎市ホテル  

施設番号  99999 

還付又は納入義務の免除を受けようとする年月分     令和５年   ９月宿泊分  

当該年月日分

における宿泊

数  

税  率  １００円  ２００円  ５００円  合計  

宿泊数  431 泊  23 泊  ２泊  456 泊  

税  額  43,100 円  4,600 円  1,000 円  48,700 円  

還付又は納入

義務免除を受

けようとする

税額  

税  率  １００円  ２００円  ５００円  合計  

宿泊数  131 泊  10 泊  1 泊  142 泊  

税  額  13,100 円  2,000 円  500 円  15.600 円  

申請の理由  
令和５年 9 月 25 日の水害によって建物が損壊し、納入すべき令和５

年 9 月 18 日から同月 24 日の宿泊税額分を亡失したため。  

備考  申請の理由を証する書類を添付してください。  

 

ア  

イ  

ウ  

エ  

オ  

カ  

キ  

ク  



 

ア  「提 出 年 月 日 」欄  

・申 請 書 の提 出 日 を記 入 してください。（郵 送 の場 合 は、発 送 日 を記 入 してくだ

さい。）  

 

イ  「特 別 徴 収 義務者 」欄  

 ・特 別 徴 収 義 務 者 の住 所 、氏 名 、個 人 番 号 を記 入 してください。法 人 の場 合 は、

所 在 地 、名 称 、代 表 者 の職 、氏 名 、法 人 番 号 を記 入 してください。  

 

ウ  「申 請 区 分 」欄  

 ・該 当 する項 目 に〇を付 けてください。  

 

エ  「宿 泊 施 設 」欄  

 ・宿 泊 施 設 の所 在 地 、電 話 番 号 、名 称 、施 設 番 号 を記 入 してください。  

 

オ  「還 付 又 は納 入 義 務 の免 除 を受 けようとする年 月 分 」欄  

 ・還 付 又 は納 入 義 務 免 除 を受 けようとする宿 泊 年 月 を記 入 してください。  

 

カ  「当 該 年 月 日 分 における宿 泊 数 」欄  

 ・オ「還 付 又 は納 入 義 務 の免 除 を受 けようとする年 月 分 」欄 に記 入 した宿 泊 月 の税

率 ごとの宿 泊 数 及 び税 額 を記 入 してください。  

 

キ  「還 付 又 は納 入 義 務 免 除 を受 けようとする税 額 」欄  

 ・還 付 又 は納 入 義 務 免 除 を受 けようとする税 率 ごとの宿 泊 数 及 び税 額 を記 入 して

ください。  

 

ク  「申 請 の理 由 」欄  

 ・還 付 又 は納 入 義 務 免 除 の申 請 理 由 を記 入 してください。  

 


